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個数nが1以上の有限データそのものの分散を扱い、平方偏差の合計をnで割ります。標準偏差は非負の平方根で
す。負のaは偏差の符号を変え、平方と分散はa²倍、標準偏差は|a|倍です。a=0では全て同じ値になります。分
散の単位は元の単位の二乗で、面積を測った意味ではありません。C8は36通りから生徒が条件を選び、全行と
式で確かめます。同値な根号や分数・正しい別解を認め、講師の見本や支援と生徒の判断・未確認を分けます。

練習問題の解答はこの講師用メモに分けています。編集版であり、実際の授業での試用はまだ行っていません。

C1・C2：すべての偏差・平方と変換の理由
C1. 説明用データ2,6,10,14です。平均・すべての偏差・各平方の表から、このデータそのものの分散と標準偏
差を求めます。偏差合計と平方合計を別々に確かめ、なぜ前者が0でも散らばりがあるか説明してください。

解答・確認の観点：平均8、偏差−6,−2,2,6、平方36,4,4,36。偏差合計0、平方合計80、分散80/4=20、標準偏差
2√5。生徒の表全体・個数4・打消しと平方の違いを見る。

C2. 説明用データ−4,0,2,6の全てから7を引きます。前後の全データ・平均・偏差・平方の二表を作り、分散と
標準偏差を求めてください。どの量が変化し、どの量が同じか、各行と具体式で説明します。

解答・確認の観点：元の平均1、偏差−5,−1,1,5、平方25,1,1,25、分散13、標準偏差√13。後は−11,−7,−5,−1で平
均−6、すべての偏差と平方は元のまま、分散13、標準偏差√13。生徒の(x−7)−(1−7)=x−1と対応行を見る。

C3・C4：すべての偏差・平方と変換の理由
C3. 説明用データ1,3,5,9をy=3x−2で変換します。前後の全データ・平均・すべての偏差・平方を表にし、分散
と標準偏差を厳密値で求めます。各倍率を具体的な行と平方へ戻して説明してください。

解答・確認の観点：元は平均9/2、偏差−7/2,−3/2,1/2,9/2、平方49/4,9/4,1/4,81/4、平方合計35、分散35/4、標準
偏差√35/2。後は1,7,13,25で平均23/2、偏差−21/2,−9/2,3/2,27/2、分散315/4、標準偏差3√35/2。生徒の全平方、
平均3×9/2−2=23/2、偏差3倍・平方と分散9倍を見る。

C4. 説明用データ−3,−1,3,5をy=−3x+8で変換します。自分の二表と全行から平均・偏差・平方・分散と標準偏差
を求めます。負の倍率を標準偏差へそのまま掛けない理由、加算8が偏差に残らない理由を説明してください。

解答・確認の観点：元は平均1、偏差−4,−2,2,4、分散10、標準偏差√10。後は17,11,−1,−7、平均5、偏差
12,6,−6,−12、平方144,36,36,144、分散360/4=90、標準偏差3√10。各偏差−3倍、平方9倍、標準偏差|−3|=3倍。
生徒の全行と非負の平方根を見る。

C5・C6：すべての偏差・平方と変換の理由
C5. 説明用データ−5,1,7,13についてy=0×x+6を調べます。前後の全データ・平均・偏差・平方の表、分散と標準
偏差を求め、a=0と標準偏差0の意味を元のデータとの違いで説明してください。

解答・確認の観点：元は平均4、偏差−9,−3,3,9、平方81,9,9,81、分散45、標準偏差3√5。後は6,6,6,6、平均6、
すべての偏差と平方0、分散と標準偏差0。生徒の各行と、元は違う値だが変換後に全て同じになる理由を見る。

C6. 実測ではない説明用の長さ0.6,1.0,1.4,1.8mを同じ長さのままcmで表します。両単位の全データ・平均・偏
差・平方と、分散・標準偏差を厳密値で示してください。各単位と倍率、実際の長さが変化したのかを説明し
ます。

解答・確認の観点：mでは平均1.2m、偏差−0.6,−0.2,0.2,0.6m、平方0.36,0.04,0.04,0.36m²、分散1/5m²、標準偏
差√5/5m。cmでは60,100,140,180cm、平均120cm、偏差−60,−20,20,60cm、分散2000cm²、標準偏差20√5cm。
生徒の全平方と100倍/10000倍、長さそのものは同じという説明を見る。

C7・C8：すべての偏差・平方と変換の理由



C7. 説明用データ1,2,4,9で、友達は「偏差の合計は0なので、分散も標準偏差も0」としました。平均・すべて
の偏差・平方の表から各合計と分散・標準偏差を求め、その文章を具体的な数と定義を含めて直してください。

解答・確認の観点：平均4、偏差−3,−2,0,5で合計0、平方9,4,0,25で合計38。分散38/4=19/2、標準偏差√38/2。
偏差の符号が打ち消しても、平方は非負で和38は0ではない。生徒の全行と二つの合計を区別した全文を見る。

C8. 説明用データをD1=(−2,0,4,6)、D2=(1,5,7,11)、D3=(0,4,10,14)から一つ選びます。aを−2,−1,2,3から、bを
−3,2,6から選んでy=ax+bという自分の条件を作り、前後の全値・平均・偏差・平方の二表と分散・標準偏差を
求めてください。実際の各行からa²と|a|、加算の扱いを確かめます。

解答・確認の観点：作例D3、a=−1,b=2なら元は平均7、偏差−7,−3,3,7、平方49,9,9,49、分散29、標準偏差√29。
後は2,−2,−8,−12、平均−5、偏差7,3,−3,−7、平方49,9,9,49、分散29・標準偏差√29。偏差は−1倍、分散と標準偏
差は同じ。許された36通りの別例も認め、生徒の具体的な条件・表全体・検算を見る。
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